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✿埼玉県障害者スポーツ指導者協議会会長　清岡　智
「新年おめでとうございます。埼玉県障害者スポーツ指導者

協議会は本年も県内の障害者スポーツの発展のため精進して

いきたいと思います。障害者スポーツ協会主催事業等への指

導員の派遣はもとより、広報誌ADAPTの発行、ホームページ（

http://www.e-adapt.org/）の公開、研修会の開催など地道な

活動を続けていきたいと思います。ここ数年の課題として、

東西に広がっている本県を少しずつカバーしていきたいと考

え、地域推進委員会を立ち上げていますが、昨年は入間地区

や朝霞地区で新しく事業を展開し、地域での活動基盤の構築

に努めました。地域推進活動を含め、多くの会員がやりがい

を持って活動できる場を整備していくことが必須ですので、

埼玉県障害者スポーツ協会と交流センターとの連携を今後も

深めていきたいと考えております。そして、より高いレベル

の指導を展開できるよう、資質の向上に努めていきたいと考

えております。どうぞご支援いただきますようお願い申し上

げます。」
✿埼玉県障害者アーチェリー協会会長　   福田　孝一
　　　　　　　　　　　　　「私達の協会は現在会員４０数名の方が活動しており、その
中で１０名の方が健常者ですが、お互いを刺激しあいながら
アーチェリーを楽しんでいます。アーチェリーは唯一ハンデ
のつかないスポーツです。県の大会には多くの協会員が参加
していますが、その中で表彰されるのは大変名誉です。障害
者だけの大会では、ジャパンパラリンピックやフェニックス
大会等で上位の成績を収めてパラリンピックに出場した選手
もおります。今回『世界にはばたけ！彩の国育成強化事業』
にも参加させていただき、次世代の選手育成に努めておりま
す。今年の目標は、障害者交流センターで行われるジャパン
パラリンピックアーチェリー大会に一人でも多くの選手が参
加できるよう、選手の強化に努めたいと考えています。」
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✿埼玉県障害者卓球協会  ＳＴＴ部部長　小林　孫一

「今年度の練習会も無事に終了しつつあります。これも偏に
会員皆様のご支援の賜物と深く感謝いたしております。来年
度に関しましては、楽しいＳＴＴをモットーに各地区で行わ
れています練習会を時には交流練習、交流試合に発展させ相
互の輪を広め、会員数及び支部数の増加につながればと期待
してもおります。また、審判員の拡充に向けお一人でも多く
の育成ができますように声掛けにご協力をお願い致します。
会員の皆様、健康に留意しＳＴＴを楽しみましょう！！！」

✿埼玉県障害者バレーボール協会　　   北田　恵二
「明けましておめでとうございます。埼玉選抜女子バレーボー
ルコーチの北田です。私は、よくプロレスラーに間違われます
が、本当は心優しい永遠の若大将です。我々女子バレーボール
チームは『声出しとボール拾いなら全国一』と言われるほど、
元気で礼儀正しいチームです。大会への遠征は毎回遠足のよう
です。そのため行くまでに疲れてしまい、本来の力を発揮でき
ないこともシバシバです。そんなチームも今年は結成１０年の
節目を迎えます。そのため、今年の目標は、夢をもう一度、ズ
バリ全国大会出場です。バレーボール界でも『史上最強の下剋
上』をお見せします、乞うご期待！」

✿水泳競技選手　　     　　　　　　　 石井　康子
　　　　　　　　　　　　　「新年明けましておめでとうございます。昨年、スポーツ協会
の皆さまには大変お世話になり、ありがとうございました。今
年の抱負は『続ける・チャレンジする・感謝する』です。続け
る：水泳を本格的に始めて７年。おかげさまで一昨年の新潟大
会に続いて昨年の千葉大会にも出場することができました。大
きなプールで泳ぐことはとても気持ちが良く、もっともっと泳
ぎたいという気持ちにさせてくれます。今年も泳ぎ続けます。
チャレンジする：私は、アームヘルパーという浮き具をつけて
泳いでいますが、今年はアームヘルパーを外して泳ぐことにチ
ャレンジします。感謝する：水泳の指導をしてくださる先生、
一緒に泳ぐ仲間、理解してくれる家族に感謝します。アームヘ
ルパー無しでまた全国障害者スポーツ大会や色んな水泳大会に
出場したいです。今年もどうぞよろしくお願い致します。そし
て、スポーツ協会のますますのご発展をお祈りいたします。」

✿埼玉県障害者フライングディスク協会   田高　雄一

「埼玉県障害者フライングディスク協会はお陰様で昨年設立１
０周年を迎え、記念式典を行いました。これもひとえに埼玉県
障害者スポーツ協会様をはじめとして障害者スポーツにご理解
される方々の賜であったと感謝いたします。さて当協会は平成
１６年１１月に開催された『第４回全国障害者スポーツ大会彩
の国まごころ大会』を照準に、平成１２年８月９日設立いたし
ました。その間、障害者のレクリエーションの普及、選手の育
成、指導者の養成に邁進してまいりました。また、昨年１０月
に開催されました『全国障害者スポーツ大会ゆめ半島千葉大会
』の競技役員として、当協会員３名が派遣されました。私も埼
玉大会以来の全国大会の競技役員として参加させていただきま
した。競技運営面に視点を当てますと『競技役員マニュアル』
は選手の視点、効率的な競技運営等の配慮が随所にあり、当協
会の今後の大会運営にも大変参考になりました。さて、新年度
を迎えるにあたり、今年の抱負としましては２月５日、６日の
両日『障害者フライングディスク指導者養成講習会』を６年ぶ
りに開催することになりました。彩の国まごころ大会以降、障
害者フライングディスクに関する普及についての裾野は広がり
ましたが、役員の養成が当面の課題と位置付けての開催です。
今後とも障害者のスポーツ・レクリエーションの普及、選手の
育成、指導者の養成に尽力し、『いつでも、だれでも、どこで
も』をモットーに、フライングディスクを楽しんでいきたいと
存じます。」

「明けましておめでとうございます。昨年は様々な大会に参加
していただき、誠にありがとうございました。それぞれの大会
で練習の成果を発揮し選手の皆さんが一生懸命にボールを追い
かける姿に感動すら覚えました。また年々技術力の向上にも目
を見張るものがあります。今年、埼玉県障害者サッカー協会は
大きな目標を２つ挙げたいと思います。５月に行われる関東ブ
ロック地区予選会を勝ち、山口県で行われる『全国障害者スポ
ーツ大会おいでませ！山口大会』に出場すること。２年前の全
国大会に出場した時に悔しい思いをしたため、今年はその時の
屈辱を晴らしたいと思います。２つ目はサッカー人口を増やし
たいと考えています。サッカー教室や各大会でサッカーの楽し
さを知ってもらい『楽しいサッカー』から『勝つサッカー』ま
で幅広く支援し、一人でも多くの人たちにサッカーの魅力を知
ってもらいたいと思います。様々な場面で皆様と一緒にサッカ
ーを楽しみたいと思います。今年も宜しくお願いします。」

✿埼玉県障害者サッカー協会　       　 押田　和彦

✿フットベースボール競技選手　　     高橋　好之
　　　　　　　　　　　　　「私は、高校１年生の時に体育の授業でフットベースをして
いたら担当の先生に誘われて、本格的に練習に参加すること
になりました。自分は今までサッカーを小学４年生から９年
間してきました。その効果がフットベースに繋がり、今では
本当にフットベースをしてきて良かったと思っています。初
めて代表に選ばれた時は２００４年の埼玉大会で、全国大会
だと思ってもいませんでした。今では、初めてやった時の自
分とは大違いで、関東大会に７年連続７回出場することがで
き、今まで自分を支えて頂いた皆様には本当に心から感謝の
気持ちで一杯です。一度は自分の限界を感じやめたいと考え
た時もありましたが、周りの方々の支えによりここまで来れ
たと思っています。今、自分がしたいことは埼玉県チームと
して東京都に勝ち関東代表で全国大会に出場することです。
そのためにはチーム一丸となって練習し必死で練習を積み重
ねて、暑い夏もチームで乗り切り、最後は笑い・笑顔・涙で
す。それが大会に繋がると思います。しかし、関東大会では
毎年決勝戦で東京都に敗れて悔しい思いが残る年が多いです
が、何とか東京都に勝たなければ全国大会出場はないと周り
の人から言われ続けてきました。今練習でできることは、チ
ームで東京に勝てるような練習をし、来年の関東大会では埼
玉県代表という看板を背負って出場して必ず東京に勝てる大
会にしていきたいと思います。まずは、埼玉県チームとして
関東代表になることです。遥か遠い全国制覇。最後に自分の
夢は大きく、１０年連続１０回目の代表に選ばれる事、そし
て、全国制覇、スポーツでプロになることです。」



広 州 ２ ０ １ ０ ア ジ ア パ ラ 競 技 大 会 に 参 加 し て

✿アーチェリー競技選手　　　　　 　 常世　駿嗣
　　　　　　　　　　　　　「僕は、小学４年生の時発病して右下肢機能障害になりました。その後、１年間の入院・抗がん剤による治療・３回の手術。

これでもうつらい治療は終わったと思ったら、中２の時肺に転移が。なんで僕だけがこんなつらい思いをしなくちゃいけない

んだと思いながらの入院生活が続きました。退院しても行きたくない学校に毎日ただ登校しているだけでつまらない毎日をお

くっていました。そんな時、学校の先生にフライングディスクを勧められてやってみたら記録がどんどん伸びて、先生に『こ

れなら全スポ狙えるぞ』と言われ、頑張って練習して３回全スポに出場しました。そして、障害者交流センターにも通うよう

になり、いろいろなスポーツと出会う事が出来ました。障害があったって出来るスポーツはいっぱいあるんだって事を知りま

した。障害があるからいっぱいスポーツが出来るんだって思うようになり、いつの間にか足が悪くなってからイジケ気味だっ

た自分がいなくなりました。今、僕はアーチェリーをしています。交流センターのスタッフの中島さんが『常ちゃんアーチェ

リーやってみない。パラリンピック競技だよ』と声をかけられて、それがアーチェリーを始めたきっかけです。時間のあるか

ぎり所沢リハのアーチェリー場にいます。ここは、パラリンピックに出場した選手の方々が沢山練習をしているところなので

すごくよい刺激や埼玉障害者アーチェリー協会の福田会長、原口さんのご指導を受けながら練習しています。夢はパラリンピ

ックに行くことです。今はまだ３０ｍ～５０ｍを練習しているところですが、長距離を撃てるようにしたいと思っています、

そして今年から沢山の試合に出てメンタル面を鍛え良い成績を出せるようにトレーニングを毎日するように努力して国際大会

に向けて一歩一歩いま進んでいるところです。パラリンピックに行くには強い精神で絶対にあきらめない心でチャレンジして

いきたいと思っています！！今はアーチェリーを楽しくやって続けて行きたいです。」

「豪華絢爛な開閉会式、そこには、中国・広州の誇りと自信を
感じました。４１カ国から約２３００人の選手が参加し、メダ
ル獲得数で日本は中国に次いで２位でした。国をあげて選手強
化に取り組んでいる中国、韓国、イランに食い込むことができ
ましたが、単純に喜んでいられる状況ではありません。中国は
北京パラリンピックの開催を機に強化体制が整備され、韓国も
２００９年秋に障害者のナショナルトレーニングセンターを開
設し選手強化が進んでいます。さて、この大会が、日本選手に
とって極めて有意義だったことは言うまでもありません。初め
て国際的な総合大会に参加したという選手も多く、観客席を埋
め尽くすほどの相手方中国の応援の中で競技を経験した選手も
多く、精神面や選手村での生活や体調管理など様々な面での経
験になりました。埼玉県出身選手は、体調を崩すことなくベテ
ランから若手まで大活躍でした。２０１０ロンドンパラリンピ
ックでの活躍が楽しみです。その前に、パラリンピック出場権
を得るための戦いが始まっています。再び、埼玉から多くの選
手を送り出し活躍してもらえるよう多くの皆様からのご支援を
宜しくお願い致します。」

≪日本選手団　　　団長　大久保　春美≫ ≪陸上競技選手　　髙桑　早生≫

✿バスケットボール競技選手　　   　　塩生　まき
　　　　　　　　　　　　　「私の新年の抱負は、レッドキングというバスケクラブで先輩方みたいに徐々に上へ目指したいと思います。とくに私にとっ
てライバルのチームは東京の『つばさ』っていうチームです。そこのチームは、足も速くて動きも速いから、なかなか動きに
間に合いません。でも、年をかさねるごとに、少しずつ点数の方も近づいていると思います。だから私も、東京の『つばさ』
みたいに相手の動きをよく見てがんばりたいと思います。」

≪アーチェリー競技選手　南　浩一≫
「１２月１２日から中国の広州で開催されましたアジアパラ競技大会にアーチェリー競技で参加してきました。出発前は尖閣
諸島の問題などでとても不安だったのですが、いざ行ってみるとそんな心配は全くありませんでした。地元のボランティアを
はじめ、競技役員や大会関係者の方々の厚いおもてなしを受け、大変に感激いたしました。移送の面でも百台以上のリフトバ
スが用意されており、その運転手さんがみなさん車椅子の操作を熟知されていたのには驚きました。また、空港から選手村ま
ではほの直線の高速道路がひかれていて、道の両側にはアジア大会を讃える様々なモニュメントが花で作られていたのも印象
的でした。地元の方に伺ったのですが、広州ではアジア大会のためになんと３ヶ月間も大学を休校にしてボランティアにあて
てくれたそうです。その数は少なくとも２０００人！なんとも規模の大きさに圧倒されました。また、選手村も高級マンショ
ンのような建物で、各棟の一階フロアには２～３名のボランティアが昼夜問わずいてくれて、どんなに寒い日でもにっこり微
笑んで『おかえりなさい』『いってらっしゃい』と声をかけながらエレベーターボタンを押してくれたり、ちょっと分かりに
くい自動販売機からジュースを取り出してくれたり、もう本当に至れり尽くせりでした。その他、２４時間いつでも利用可能
な大食堂が完備され、クリーンングサービスもとても充実していたり、選手村の一角にはチャイナドレス姿の女性がおいしい
中国茶を無料でふるまってくださるコーナーまであり、心身ともにリラックスする事ができました。この大会はまさにパラリ
ンピックレベルの運営がなされていました。さて、肝心の競技なのですが、僕と同じクラスの選手のエントリーが他国におら
ず日本人選手２名のみだったので、オープン競技でメダルマッチはしてくれるものの、当初の目的だったロンドンパラリンピ
ックの出場権は得られない状況になってしまいました。僕自身メダルには届かなかったのですが、新ルールのアーチェリー競
技を巨大スクリーンの設置された素晴らしい会場で行えたので、とても貴重な体験をさせていただきました。また、天候は大
陸のせいなのか１７℃前後としのぎやすい日があったと思いきや、いきなり翌日から最高気温４℃、風速北風１０ｍで体感気
温は氷点下を下回るような日が続いたりと、体温調節の難しい頚損の僕にはかなりハードなものでした。そんな中で女子コン
パウンド部門に出場した永野美穂選手が、見事ロンドンパラリンピックの出場権を獲得することができました。この出場権獲
得は、アーチェリーチーム１６名の悲願だったので本当に嬉しかったです。最後になりましたが、朝早くから夜遅くまで日本
選手団のためにご尽力いただきました役員の皆様、アーチェリーチームの監督、コーチ、選手、そして日本で支え続けてくれ
た家族に心から感謝の意を述べさせていただきたいと思います。本当に素晴らしい大会でした。ありがとうございました。」

「広州アジアパラ大会に陸上競技１００ｍ・走幅跳で出場しま
した。結果は、１００ｍ銀メダル・走幅跳第５位でした。今
回は、自分の満足のいくような練習ができないまま大会に臨
むことになってしまい、とにかく今自分にできることを精い
っぱいやろうと考えるようにしました。そんな中で１００ｍ
で自己ベストを出しメダルまで取ることができたので、結果
にはとても満足しています。今後の練習で、自分はさらに記
録を伸ばせるかもしれないと思いました。走幅跳では、自己
ベストとは程遠い結果になってしまいましたが、今後に生か
せるとても良い勉強になりました。その日の自分の状態や、
ピットのコンディションをしっかり考えて競技できるように
していきたいです。アジア大会は、私にとって初めてだらけ
日々でした。毎日が勉強でとても充実した時間を過ごすこと
ができました。パラリンピックに負けないくらいの盛り上が
りをみせた広州の競技場での試合は、私の中で大きな自信に
なり、何より良い経験になりました。この経験や今回学んだ
ことを忘れずに、今後も一生懸命練習していきたいと思いま
す。」



彩の国ふれあいピックバレーボール大会（精神障害の部）

彩の国ふれあいボッチャ大会

パワーズ埼玉が初制覇
　平成２２年度彩の国ふれあいピックバレーボール大会（精神障害の
部）中央大会を１１月２７日（土）、埼玉県立武道館主道場において
開催しました。
　県域の部は東西南北予選から勝ち上がった８チームのトーナメント
戦を行い、初戦から１点を争う試合が繰り広げられました。昨年度優
勝のジャンクション埼玉対パワーズ埼玉の決勝戦はセットカウント２
－１でパワーズ埼玉が勝利し、念願の初優勝を掴みました。またさい
たま市域の部はウィーズバレー部が２連覇を飾りました。
　今大会で選考された選手で結成される埼玉県選抜チームは第１１回
全国障害者スポーツ大会関東ブロック地区予選会に出場し、全国大会
出場を目指します。

ひまわり会Ａ（競技部門）、リハセンさくら（交流部門）初金メダル獲得
　当協会が主催する平成２２年度彩の国ふれあいボッチャ大会は１２
月４日（土）、埼玉県立武道館において開催しました。この競技は、
冬季オリンピックで人気のカーリングに似た競技で脳性マヒのパラリ
ンピックの正式競技。１チーム３人で白のジャックボール（目標球）
に２チームに分かれカラーボール（赤色と青色の６球）を相手よりも
近づけて争う競技。正式ルールで競技する競技部門に１０チームまた
誰でも一緒に楽しめるようルールを簡易にした交流部門には昨年を１
２チーム上回る２４チームが参加、熱戦を繰り広げました。今大会か
ら入賞したチームに初めてメダルを授与。メダル第１号を目指し会場
は熱気に包まれました。交流部門で銀メダルを獲得した「ジブリ１号
」のキャプテンは、「今日は最高の１日でした。連覇は逃したけど入
賞できて満足です。来年こそは金メダルを狙います。」と喜びを語っ
てくれました。

＜大会結果＞
県域の部　　　　　　優勝　パワーズ埼玉　　　準優勝　ジャンクション埼玉　第３位　ＷＩＮ’Ｓ、強健美茶　
さいたま市域の部　　優勝　ウィーズバレー部　準優勝　萌木のかぜ　　　

＜大会結果＞
競技部門　　　　優勝　ひまわり会Ａ　　　準優勝　ひまわり会Ｂ　　　第３位　リハセンカサブランカ
交流部門　　　　優勝　リハセンさくら　　準優勝　ジブリ１号　　　　第３位　リハセン Green



各 種 教 室

第１０回全国障害者スポーツ大会ゆめ半島千葉大会　埼玉県選手団思い出の会

♬ソフトボール教室♬ 全国大会への夢！新たに

♬上尾市手をつなぐ親の会♬

♬久喜市立太東中学校　総合的な学習の時間♬

乾杯はジュースで

スポーツ協会応援歌　演奏

会場の様子



○特別会員（１月１日現在　県内 60 市町村）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　順不同

埼玉県のマスコット　
コバトン


